





語におけるラテン語派生語 Latinate wordsの異形態 -al/-arの分布をとりあげ、
主に Tanaka（2007）における扱いを検討しなおすことで考える。なお形式的
には、Tanaka（2007）は連濁の問題をあつかった Ito and Mester（2003）の書評
論文であるが、-al/-arの分布を含めた他の英語における異化の例も扱い、必




る。相対的な頻度はGoogle Books Ngram Viewerで確認している。英語の
語誌については、OEDのオンライン版に、フランス語の語誌については、







a. heap + -ed /-d/ → heaped /-t/ 同化
48
 b. heat + -ed /-d/ → heated /-id/ 挿入
 c. heritable + -ly /-li/ → heritably /-i/ 削除















 a. serene /iː/ + -ity → serenity /e/ 適用




















　（3） in- “～くない” の異形態性
　　a. in- + tolerable → intolerable /in/ 暗黙値
　　b. in- + probable → improbable /im/ 同化
　　c. in- + rational → irrational /i/ 削除
　　d. in- + legal → illegal /i/ 削除
　このふるまいは、同源の本来語要素 un-とは異なる。少なくとも丁寧な文
体においては、子音が続く音と同化せずに発音される。
　（4） un- “～くない” の不変性
　　a. un- + told → untold /ʌn/
　　b. un- + productive → unproductive /ʌn/
　　c. un- + rated → unrated /ʌn/



























　（5） 英 regular、仏 regulier （語末のみ大衆形）
　　a. regulam > 現仏 règle （半学問形）
   古仏 rieule > 英 rule
　　b. regularem > 仏 régulier > 中英 reguler > 現英 regular
　　c. regularitatem > 仏 régularité ～ 英 regularity
　（6） 英 auricular、仏 auriculaire （語末も学問形）
　　a. auricula >  仏 oreille


















Tanaka（2007）と Ito and Mester（2003）のあげる語例から古典期にみつからな
いものを除き、いくつかを追加し、接辞と /l/との近さを基準に分類しなお
して示そう。ただし、形容詞ではなく、同じ接辞をもつ名詞も使っている 4）。
　（7） 古典ラテン語における -al/-ar の分布
　　a. なし : navalis
　　b. 隣接 : circularis, particularis, regularis, singularis, solaris
　　c. 母音 1つ : familiaris, peculiaris
　　d. 子音（連続）1つ : palmaris, vulgaris ≠ sepulcralis
　　e. 音節 1つ分 : lunaris, pollicaris ≠ ﬂoralis, pluralis; legalis
　　f. 音節 2つ分以上 : militaris, lupanar, pollicaris, linearis ≠ larvalis, Lavernalis
Ito and Mester（2003: 66-67）では、このようなデータから次のように定式化し
ている。
　（8） 古典ラテン語における制約の順位








代語では、古典ラテン語の larva “悪霊” を比喩により “幼虫” に意味を変え
































2.2.1  /l/ に隣接するばあい
































　この点はあまり問題ではなく、Tanaka（2007: 297, fn.10）の新しい点は、 
/l/の間のOCPに局所性を入れたことであり、次のように定式化している。




a. *R-σ-R ≫ *L-σ-L ≫ *L-Ft-L ≫ *FAITH / 暗黙値





















































































4） lupanar “売春宿” は中性名詞であり、中性の語末には屈折の -isがない。
57借用された異形態性はどこまで音韻論的か
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